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事 業 概 要 

当社（東松島市）は平成 23 年 12 月に、東日本大震災で被災した農業者４名により設立されま

した。経営理念である「共にイグナル」は農業、地域、当法人に関わる全ての人が「イグナル（良

くなる）」ことを目指し、定めました。 

構成員は役員３名、社員９名、パート職員 22 名、外国人研修生５名で、きゅうり（120a）、 

いちご（140a）の生産・加工・販売の事業を展開しています。 

平成 26 年 2 月には、国際認証規格である「GLOBALG.A.P.」の認証を取得し、食品安全、労働

環境、環境保全に配慮した持続的な生産活動に日々取り組んでおります。 

家族経営の農家から農業法人として成長を遂げる一方で、当社は会社の方向性について、役員

だけではなく、従業員全員で考え、経営理念を共有することが会社としての更なる発展に不可欠

であると考えていました。 

こうした中で、令和２年度にアグリビジネスステージアップ支援事業を活用し、専門家の助言

のもと、クレドの導入を試みました。「クレド」とは、会社の経営理念を社員の行動指針として

簡潔に文章化しカードにしたものです。このクレドの作成にあたっては４名の社員がプロジェ

クトチームとして 2 週間に１回のペースで協議。社内のみならず、取引先や行政などステークホ

ルダーにもアンケートを実施し、それらの結果を基に SWOT 分析を行い、「経営理念の実現に向け

て、必要な行動は何か」を繰り返し、議論しました。その結果、県内農業法人としては初めてと

なる「クレド」が誕生しました。従業員全員が行動の指針となるクレドを常に持ち歩くことで、

一人一人が責任を持って行動し、意識改革が図られます。 

同事業では、クレドの継続的な運用やさらなる浸透に向け、引き続き支援していきます。 

 

 

 

 「作って終わりではなく、みんなで活用してい

くことが重要。」と考えています。令和３年４月

からは、毎朝のミーティングでクレドの内容に関

する意見交換を行う機会を設けております。 

社内でのコミュニケーションが活発になってお

り、風通しも非常に良くなりました。クレドの

みならず、他のことでも、何か問題があれば従

業員全員で話し合いながら良くしていくこと

で、社名であり、経営理念でもある「イグナ

ル」に近づけるよう、頑張ります。 

 
 

 

代表者：代表取締役社長 佐藤 雄則 

住 所：東松島市赤井字川前三３９２ 

電 話：０２２５－９８－５５９６ 

E-mail：igunalfarm@gmail.com 

URL  ：http://igunalfarm.com/ 

業 種：農産物・農産加工品の生産、販売 

 

企 業 の 声 

企 業 概 要 

クレド導入による経営理念の共有でもっと「いぐなる」！   

（アグリビジネス支援） 

株式会社 イグナルファーム 

アグリビジネスステージアップ支援は、経営課題の解決に向けて各種専門家を派遣し、

課題の解決を支援する事業です。 

プロジェクトチームの 

【クレド】 

作戦会議 

https://www.joho-miyagi.or.jp/agrigenbaleader
https://www.joho-miyagi.or.jp/agrigenbaleader

